知つておをたいこと 


本装置や添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄じついて説明します。 


本装置1こついて(一2ページ） . 

. ストリーミングサーバファミリーや本装置の特 

長-機能について説 B 月しています。 

各部のを称と機能(一12ページ） . 

. 本装置のを部のを称やランプ表示の意巧について 

説明していまず。 

基本的な操作 (一 >23ぺージ） . 

. 運用の際に巧っておいていただきたい機能や操作 

方法じついて説明しています。 
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本装置について 


お買いホめじなられた本装置について説おしまず。 



ブ□ードバンド時代の到来により、大量の巧像デーや音寅データがストリーミングコンテ 
ンツとして流通する環境が求められています。 

このようなストリーミングコンテンツを高まにデジタルデータ化(エンコード）し、世界に向 
けて函信（デリバリ）するために開発されたのが「ストリーミングサーバ」でず。 



映像やサウンドのデジタル化 • 
デジタルデータの配信 


ストリー吉ングサーバ 


本装置を使用ずることじより、受け手となる視聴者(クライアント）じさまざま利点を提供し 
ます。じ(下はその一例です。 

• ダウン□ー ド時園の短縮 

ダウン□ードお式で動画を見よラとすると、すべてをダウン□ードずるまで待つ'必要が 
ありまず。しかし，ストリーミングおまではダウン□ードしつつ再生できまずので，待 
つ必要はありません。 

• データ保存スペースの屬減 

動画コンテンツは高解像をになればなるほど、データは膨大なものになりまず。ダウン 
□ードおまではすべてを保をする分だけ容量が必要ですが> ストリーミング形までは、 
バッファする分だけのか量の容量があればコンテンツを楽しめます。 

システムの中核となるオペレーティングシステムには、 Microsoft ® Windows Server ™ 
2003, Enterprise Edition をべースに Windows Media Service 9 シリーズに特化した 
Windows Media 9 Appliance Server * を探巧し、ストリ ー ミングサービス専用機としての 
機能のみを殺り込んだ r アプライアンスサーバ」として、取り込んだ巧像や音声をインター 
ネットや CAT V 上にリアルタイムで函信（デリバリ）します。 
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Microsoft® Windows Server'M 200 3, 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems with 
the Server Appliance Software Version 3.0 (1-8 Proc V 阱 sion) 
















本装置の特長と機能 


性能 


lntel®Xeon® プ□セ、 ソサー (3.80eHz) 搭載 
高速メモリアクセス （DDR2-400) 

高速ネットワークインタフェースにつの LAN ポートとも， 
1 0BASE-T/100BASE-TX/1 00犯 ASE-T 対応） 

高速ディスクアクセス (Ultra320 SCSI) 

本体遠隔監視磯能 


張性 


信頼性 


メモリ監視機能 
(エラー訂正/エラー横化） 

メモリ/ CPU 縮退磯能 

(障害を起こしたデパイスの論理的な切り離し） 
メモリチップキル対応 

リモートボードマネージメントコント□ーラ搭載 
バスパリティエラー横化 
湿度横知 
異常横知 

内蔵ファン回転監視磯能 
内部電圧監視機能 

電源ユニットの冗長機能（ホットスワップ対応） 
ディスクアレイ(オプションでもサポート） 

オートリピルド磯能（ホットスワップ対応） 

巨 IOS パスワード磯能 

フ□ントべゼルによるセキュリティ□ック 
冗長ファン機能（オプション） 


理機能 


• ESMPRO プ〇ダクト 

• DianaScope 

• ディスクアレイユーティリティ（数種類） 
• エクスプレス通報サービス 


己診断機能 


• Power On Self-Test(POST) 

• システム診断 (T 別リユーティリテイ 


PCI-X(64-bit/133MHz):3 ス□ット（フル八イト） 

PCI-X(64-bit/66IVIHz/3.3V):3 ス□、ソト（□-プ□ファイル) 

最大 16GB の大容量メモリ 

最大2マルチプ□セ、ソサまでアップグレード可能 

ネットワークポートを標準で2ポート裝備 

最大6台までの八ードディスクドライブを搭載可能 

SCSI 機器の接続パターンが豊富 

バックアップデバイスペイを標準装備 

USB 之0対応 


と i 、 に使える-設定できる 

購人時のパードディスクドライブにオペレーティングシステムが 
インストール済み(ピルド■トゥ-オーダーによる組み込み出荷時） 
専用の「初期設定ツール」でネットワークへの参化を即座に完了 
WE 臣ブラウザベースのユーザ ー-r ンタフエース 「WebUU による 
視覚的かつ透過的な操作 

八ードディスクドライブはケーブルを'必要としないワンタッチ 
取り付け（ホットスワップ対応） 

Windows Me 过 a サービスの標準インストール 


@富な機能搭載 


• グラフィックスアクセラレータ 「RADE 日 N 7000 M」 探用 
• 冗長電源対応（オプション増設時に有効） 

♦曰下〇化〇 Bootable CD-R 日 M(no emulation mode) 
フォーマットをサポート 

• POWER スイ、ソチマスク 
• ソフトウエア Power Off 
• リモートパワーオン磯能 

• AC リンク機能 

• RoMB: オンボード RAID (Adaptec HostRAID) 


コスト 


単機能動作【こよる余剰スペックの削減 


守機能 


• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


I 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 臣 UILDER (S 口（システムセットアップユーティリティ） 

• SETUP (巨に S セットアップユーティリティ） 

• SCSI み/かブ (SCSI デバイスユーティリティ） 


1知つておをたいこと 


3 
















八ードウエアび提供ずる機能 

本装置の八ードウエアが提供する機能について説 S 月します。 

• システムシャーシ 

高さ 2U (約 88mm) のラックマウントタイプです。添付のレールを取り付けて、19インチ 
ラックアセンブリに取りがけて使用します。 

• 電源ユニット 

本装置の電源ユニットは AC100V(50/60Hz) に対応していまず。また、標準で搭載され 
ている電源ユニットに力□え、さ6にもう一台の電源ユニットを追力□することで、万一、 
どち6か一方の電源ユニットが故障しても、もう一ちの電源ユニットがバックアップ 
し、システムを停止することなく運用を続けることができまず。 

• 八ードディスクドライブ•ディスクアレイ 

一八ードディスクドライプベイ 

内蔵の八ードディスクドライブベイは Ult「a320 SCSI に対応しています 。またヶー 
ブル接続を必要としないワンタッチ接続タイプで、電源が ON の状態で电取り付け • 
取り外しのできるホットスワップに対応しています(最大で6台搭載可能)。 

—ディスクアレイ (Adaptec HostRAID) 

Adaptec HostRAID とは、マザーボードに標準搭載された Adaptec Ultra 320 SCSI 
インタフエースを使用し、 RAID 機能を提供するものです。 Adaptec HostRAID で 
は、ディスクアレイを制御するドライバとディスクアレイの管理ユーティリティで 
ある 「Adaptec Storage Manager™」（w 降、 ASM と略す）を使用しますにれ 6 は 
0S と一緖にインスIルされます）。 

Adaptec HostRAID 機能には U 下の特長があります。 

□ へー ドディスクドライブの活綜挿人 (Hot Swap) じよるリビルド機能をサポート。 
□ SCSISe/e なユー ティリティにより、 チャ ネル単位でのディスクアレイ/標準 
SCSI の切り替え可能。 

ファイルベイ 

本装置には CD/DVD ディスクやフ□、ソピーディスク、テープ装置などのファイル装置を 
搭載するファイルベイがあります。標準装備の DVD-ROM ドライブとフ□、ソピーディス 
クドライブはオペレーティングシステムのインストールや各種アプリケーシヨンのイン 
• ストールの際に利用します。 

3.5 インチデバイスベイには IDE または SCSI をサポートしたバックアップ装置を搭載する 
ことができまず。 

• を却ファン 

電源ユニットや八ードディスクドライブ，プ□セ、ソサ、ボード類をち巧する内蔵ち巧 
ファンは標準で4個搭載されています。オプシヨンのち巧ファンを搭載することで4(個） 
+4(個)の冗長構成を構築し、どれか1つが故障しても運用を統けることができまず。こ 
れらのファンの動作状態はマザーボード上のコント□ーラによって監視されています。 
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• マザーボード 


マザーボード上にあるコンポーネントおよびそのコンポーネントが提供する機能に 
ついて簡単に説明します。 

- ネットワーク 

本装置口ま1000 BASE-T、 100Base-TX、 10BASE-T に対応したネットワークポー 
卜を標準で2チャネル装備しています。また，オプションで1000 Base-SX に対応し 
た N に(ネットワークインタフェースカード）を増設ずることができます。 

ーメモリ 

DIMM を搭載できる ス□、ソ トを8 ス□、ソ ト装備しています。標準で 1G(512MBx2)、 
最大1 6GB (2GBx8) まで増設することができまず。 

1ビットエラーを検出し、これを訂正することができまず。また、2ビットエラーの 
お化も行います。複数の DIMM を搭載している場合に，ある1枚の DIMM が故障ずる 
と、自動的に故障した DIMM をシステムから切り離し、動作を続けます。 

- PCI バス 

64-bit/66MHz の PCI-X バスを3 ス日ッ ト （日ー プ□ファイルき用）、 64-bit/133MHz 
の PCI-X バスを3ス□、ソト（フル八イト専庙）装備していまず。 

一周辺装置接続ポート 

USB ポートを4つ，シリアルポートを2つ， PS/2( キーボード'マウス）ポートと 
SCSI(Ult「a320)、VGA (モニタ）ポートを各1つずつ装備しています。ただし、スト 
リーミングサーバシステムとしては，再インスIルまたは保守の際にのみ接続し、 
使用するポートです。ネットワークについては、前述の説 B 月を参照してください。 

一標準团 OS チップ 

本体の入化カシステムを制御したり、電源を ON じしたときに自己診断 （POST: 
Power On Self-Test) を実行したりする〕ント□—ラです。人化カシステムの設定 
や各種基本設定 (POWER スイ、ソ チのマスクや AC - り ンク機能)を変更することわでき 
ます。使用するユーティリティは、 「SETUP」 と呼ばれています。日章を参照してく 
ださい。 

一 SCSI コント□-ラ 

Ult「a320 SCSI をサポートした SCSI コント日ーラが組み込まれています。このコン 
卜□ーラは本体内蔵の八ードディスクドライブと巧蔵ファイルデバイスまたは SCSI 
コネクタに接続されたか付け SCSI デバイスを制御します。転送レートなどの設定を 
ずるユーティリティ （SCSISe/e な)に関する説明が6章に記載されています。 

-リモートマネージメントコント□-ラ （RMC) 

八ードウェアの稼働状ミ兄をチェックしたり、八ードウェア情報を収集したりする管 
理チップでず。収集される八ードウェア情報には、システムイベント□グ (SEL)、 
センサ装置情報 (SDR)、 な守交換部品情報 (FRU) などがあります。これ6の情制よ 
システム管理ユーティリティ 「ESMPRO」 または 「DianaScope」 で殖認することがで 
きます。また> 「DianaScope」 はこのコント□—ラを适じて、本装置の電源 ON/OFF 
をリモート制御できまず。 


1知つておをたいこと 
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ソフトウェアび提供ずる機能 

本装置に搭載されたユーティリティや添付のソフトウェアが提供する機能について説明しま 
す。 

• SETUP ( BIOS セットアップユーテイ U ティ） 

本装置のマザーボード上に搭載されて 
いる BIOS チップ内の設をを変更する 
ユーティリティです。入化力の設をや 
RAS 機能に関する設定をします。詳し 
くは6章を参照してください。 


SCSI コンフイグレーシヨンユーテイ U テイ 

標準装備のマザーボード上に搭載され 
ている SCSI コント□-ラに対して、 
データ転送レートや同期転をの設定 
などをするユーテイリテイで 
「 SCSISe / e な」と呼びます。本体内部用 
と外付けデバイス用の2つのチヤネルに 
対してそれぞれ設定できますが、适常 
では、外付けデバイス用のチヤネルに 
対してのみこのユーテイリテイを使用 
して設定を変更してください。 


本体内部(八ードディスクドライブ)用のチャネルに対する設走は、化荷時に最適な状態 
じ設定されているため、特に使届するお要はありません。ディスクアレイを構築しない 
場合（ディスクアレイコント□ーラに内部 SCSI ケーブルを接続しない場合）には、この 
ユーティリティを使用して、八ードディスクドライブのフォーマツトなどもできます 
が、日章の説 B 月をよく読んで正しく使用してください。操作を誤ると八ードディスクドラ 
イブ内のデータを消失するおそれがあります。 


また 、 Adaptec HostRAID 機能（システムに標準搭載された Adaptec Ultra 320 SCSI イ 
ンタフエースを使用して内部の八ードディスクドライブを RAID 構成にする機能)は、本 
ユーティリティを使用して RAID の設をを巧います。 SCSISe / ec りこよる Adaptec 
HostRAID 機能の構築方法については6章を参照してください。 




巨 


























• 旧 S 管理用 Web ユー ザーインタ フエー ス 


に S 管理用 Web ユーザーインタフェー 
ス （ WebUI ) は、 Windows Media 9 
Appliance Server の機能として提供さ 
れているユーザーインタフェースで、 
本装置をリモートから管理、監視する 
ことができます。 
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WebUI は、 t (下のような機能を提供します。 

ーシステム情報 

ーネットワーク設定（サーバーを、 IP アドレス、 DNS 、 ドメインの設をなど） 

ーディスク管理 

ーユーザーとグループの管理（アカウントの追力日、パスワードの設定など） 

ーメンテナンス（日付と時刻の設定、シャットダウン，□グ管理、バックアップ等） 
リモートクライアントか6、本装置に□グオンして作業可能な r リモートデスクトッ 
プ」機能もついています。 

— Windows Media サービス管理 
一設定情報のエクスポート* 

— Windows Media コンテンツファイル管理* 

一視聴□グのグラフィカル表示* 

ーブ□ー ドキヤスト配信スケジュール管理* 


StreamPro / WM 9 S - 円 US を使用して提供されるストリーミングに爵ずる管理機能でず。 
StreamPro / WM 9 S - Plus は ， Windows Server 2003に搭載されているストリーミングサービス 
「Windows Media サービス9シリーブ」じ巧して，付 W 機能を提供するソフトウエアです。 


1知つておをたいこと 
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• EXPRESSBUILDER (SE) (CD-ROM) 


添付の EXPRESS 己 UILDER ( SE ) CD - 
ROM は、次のような場合に使用しま 
す。 


-本装置にオペレーティングシステ 
ムをインス I ルする際の初期設 
ををずるとき 

-オフライン保守ユーティリティや 
システム診断などのを種ツール 
や、初期導人セットアップツール 
などを使用して本装置を保守•運 
用するとき 


EXPRESSBUILDER 

Now Loading. 


- ESMPRO や DianaScope などのユーテイリテイをインストールするとき 


—本装置専用のサポートディスクを作成するとき 
—オンラインドキュメントを読むとき 

EXPRES 沈 UILDER ( SE ) には、3つの起動ち法があります。起動ち法によって用途も異 
なります。 

- EXPRESSBUILDER ( SE ) から起動するロンソールあり） 


本装置に EXPRESSBUILDER ( SE ) をセットして EXPRESSBUILDER かに E )6 起動 
する方法です。起動後、表示されるメニューか6は，オペレーティングシステムの 
セットアップ、ソール r シームレスセットアップ」や保守-管理をするためのを種ツー 
ルを起動する ことができまず。 

- EXPRESSBUILDER ( SE ) から起動する（コンソールなし） 

本装置にキーボードやマウス、ディスプレイ装置などのコンソールを接続していな 
し)態で本装置1こ EXPRESSBUILDER ( SE ) をセツトして EXPRESSBUILDER ( SE ) 
か6起動する方まです。起動後、 LAN か COM (シリアルポート）で接続している管理 
用コンピュータ （ PC ) の画面に表示されるメニューからは、本装置を保守.管理をす 
るための各種ツールを管理用 PC から遠隔操作することができます。 

— Windows マシンにセツトして起動する 


Windows (Windows 9巳 W 降または Windows NT 4.0 W 降）で動作している〕ン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセツトずると Autorun 機能で自動的にメニューが表 
示されます。このメニューをマスターコント□ールメニュー」と呼びます。 

■； システムのが態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合 

は、 CD - ROM 内の々のファイルをエクスプローラなどから実行してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

このメニューからは、 ESMPRO や DianaScope などのユーティリティのインストー 
ル、 起動ディスクなどの専用ディスクの作成> オンラインドキュメントの閲覧など 
ができます。 
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* エクスプレス通報サービスを併せて利巧することも 
できます（エクスプレス通報サービスは別達契約が 
'ぶ、要でず）。 

ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerManager の詳細は5章またはオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ってさらに高度なクライアントサーバシステムを構藥ずる場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . ZOOJL 900日-201)」を参照してください。この説明 
書は ESMPRO 製品をシステムで活用するためのガイドでず。 

また、 ESMPRO には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源 
管理、ストレージ管理を行う専用のアプリケーション ( ESMPRO プ□ダクト）が用意され 
ていまず。 ESMPRO プ□ダクトについては、お買い求めの目反売店または保守サービス会 
社しお問し''合わせくださし、 
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• ESMPRO けーパ 管理•監視 ソフトウェア） 

「 ESMPRO ®」 は、弊社が提供するサー S 
バ管理-監視ソフトウェアです。 

本装置の稼動状況や障害の監視をリ 
モートで巧い、障害を事前に防ぐこと 
や万一の場合に迅をに対応することが 
できます。 

本装置を運巧する際は、 ESMPRO を利 
用して、万一のトラブルか6システム 
を守るようムがけてください。 


本装置を監視するソフトウエア 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は添付の r バ、ソクアツプ DVD - 
R 0 M 」 に格納されていまず。本装置を管理ずるためのソフトウエア 「 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Managea ^^3 «rEXPRESSBUILDER ( SE )」 CD - R 0 M に格納されています。 

ESMPRO / ServerAgent はオペレーティングシステムのインストール時や再セツトアツ 
プの際に自動的にインス!ルされます。 ESMPRO / ServerManager はネツトワーク上 
のコンピュータにインス I ルします。 


lESMPRO/ServerManager 


保守情報の連絡 

み 





1知つておをたいこと 
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DianaScope 


リモート ( LAN 接続またはク□スケーブ 
ルによるダイレクト接続)で管理 PC か 
6本装置を管理したい時に使用するソ 
フトウェアでず。詳細は5章またはオン 
ラインドキュメントを参照してくださ 
い。 


110! の * 王 ® BRIJMW T-M3 


i-Si - - J 田な 1 a 巧 j j J r* 

」 1 

NEC — 



8ツ-ブ -K 5H-5-K. Bm.t. Blueberry 

サ 1-1 巧-け I ,リ： ■ご.‘ 'I [ . - ■ ’ I 



オフラインな守ユーティ U ティ 

オフライン保守ユーティリティは，本装置の予防保守，障害解析を巧うためのユーティ 
リティです。 ESMPRO が起動できないような障害が本装置に起きた場合は、オフライン 
保守ユーティリティを使って障害原因の確認ができます。 

オフライン保守ユーティリティは EXPRESSBUILDER ( SE ) じ格納されています。詳細は 
已章を参照して<ださい。 

システム診断 

システム設断は、本装置を彰断する、ソールです。本装置のメモリの IMM やプ□セ、ソサの 
キャッシュメモリ）や八ードディスクドライブ、 LAN コント□—ラの診断をしまず。 

システム診断は EXPRESSBUILDER ( SE ) に格納されています。詳細は5章を参照してく 
ださい。 


Adaptec Storage Mana 旨 er™(ASM) 


Adaptec Storage Manager ™( ASM ) は □— カルまたはリモートの Adaptec 
HostRAID ™ システムを管理するためのアプリケーシヨンです。 ASM をインストールす 
ると 、 Adaptec HostRAID システムで trF の機能が使用できます。詳細はオンラインド 
キュメントを参照してください。 

ーグラフィカルな操作画面か6のアレイの構築および削除 
ークリティカル状態のアレイを正常な状態のアレイに再構築するリビルド機能 
ーアレイの整合性をチェックするべリファイ機能 






























• エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保 
守情報含む)を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使巧することにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に 
迅速に保守を巧ったりすることができます。 

I M-O エクスプレス通報ヴービスの利用には別途賀約び必要でず。 

エクスプレス通報サービスは添付の r バックアップ DVD - ROM 」 に格納されています。詳 
細は5章またはオンラインドキュメントを参照してください。 

• MegaRAID Configuration Utility/Power Console Plus 

オプションのディスクアレイコント□-ラの RAID システムを構築-管理するユーティリ 
ティです。 

MegaRAID Configuration Utility は、ディスクアレイコント□—ラ上のチップに格納さ 
れている RAID 構築ユーティリティです。ディスクアレイコント□—ラで制御されている 
RAID ドライブやディスクアレイコント□-ラの管理には、 Windows ベースで動作する 
Power Console Plus を使用します 。 MegaRAID Configuration Utility についてはディ 
スクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してください 。 Power Console 円 us に 
ついては、本書の5章を参照してください。 


1知つておをたいこと 





各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。ここでは本装置で使庙するコネクタやランプのみを説明します。 


装置か観 


③ 



① ドラィブヵバ_ 

③ □ジックカバー 
感 DVD - ROM ドラィプ 
® バックアップテ V くイスベイ 
® フ□ツビーディスクドライプ 
® A — ドディスクドライブベイ 
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© フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類と本体上面部のドライブカ 
バーを保護するカバー。添付のセキュリティキーで□ックずる 
ことができる（^23ぺージ)。 

③ キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリティキーの差 
し0(^23ぺージ)。 

感 STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 

本装置の状態を表示するランプ(^18ぺージ)。正常に動作 
している間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンバー色 
に点灯または点ミ廊する。 

® ACT ランプ(緑色） 

システムがネットワークと接綿されているときに,ななする 
(一21ページ)。丸数字の禮の数字は「1」が LAN ポート1用 
で、に」が LAN ポート2用を示す。 


感 D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパー色） 

巧蔵の八 ー ドディスクドライブにアクセスしているときに 
攝色に点灯する。内蔵の八ードディスクドライプのうち、 
いずれか1つでも放障するとアンバー色に点灯する19 
ぺージ)。 

(D POWER ランプ(緑を） 

電源を ON じすると緑色に点灯する（一18ページ)。 

⑦ UID ランプ(青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する。ソフトウエアか6 
のコマンドによっても点滅ずる（一20ページ)。 
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装置前面〜フ□ントべゼルをかしたが態〜 



①セットスクリユー(左ちに1個ずつ） 

本装置をラックに固定するネジ。 

⑤八ンドル(をもに1個ずつ） 

ラックか6の引き出しやラックへ収納ずるときに持つ部 
分。 

感 ノ V — ドディスクドライブベイ 

ハードディスクドライブを搭載するべイ（^8章)。丸数字 
のあとの数字は SCSI ID を示す。 

® D 旧 K ランプ(緑を/アンパー色） 

へー ドディスクドライブにあるランプ（一20ページ）。 

八ードディスクドライブじアクセスしているときに緑色 
に点灯する。八ードディスクドライブが故障するとアン 
バー色に点灯し.リビルド中は緑色とアンバー色に交互 
に点ミ臧する（ディスクアレイ構成時のみ）。 

(D DVD - ROM ドラィブ 

光ディスクの読み化しを巧う装置(一31ページ)。 

(6)-1 ディスクアクセスランプ 
(6)-2 トレーイジェクトボ女ン 
(6)-3 強制イジェクトホール 
( D シリアルポート日コネクタ 

シリアルイン女フェースを持つ装置と接締する（-。章)。 
なお、専巧回線に直接接続することはできません。 


⑦バックアップデバイスベイ 

オプションの DAT ドライフや AIT ドライブなどを取り付ける場 
所(一8章)。 

(D 3 .已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.日インチフ□、ソピーディスクを挿入してデー女の書き込 
み/読み化しを巧う装置(一29ページ)。 

(D-1 ディスクアクセスランプ 
(8)-1 ディスク挿入 □ 

(8)-1 イジェクトボ每ン 
感 UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを日 N / 日 FF するスイッチ。 
スイッチを一度押すと、 UID ランプが点なし、ちう一度押す 
と消灯する（^34ぺージ)。 

⑩ POWER スイッチ 

電源を日 N / 日 FF にするスイッチ。一度押すと POWER / 

SLEEP ランプが点なし、日 N の状態になる。もう一度押すと 
電源を日 FF にずる卜24ぺージ)。4秒 U 上押し続けると強 
制的に電源を 0 FR こする（^28ぺージ)。 

⑩ DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

⑩ランプ (6 個、前ページ参照） 
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装置背面 



①□—プ□ファイル PCI ボード増設用ス□ット 

□ープ□ファイルタイプの PCI ボードを取リイ寸けるス□、ソ 
トトぶ章)。上か6ス□ット 3 C 、2 C 、 1 C 。ス□ット 1 C に 
ディスクアレイコント□-ラを標準装備。 

③ セットスクリュー 

□ジ、ソクカバーを 固定す る ネジ。 

感 フル八イト PCI ボード増設巧ス□ット 

フル八イトタイプの PCI ボードを取りがけるス □、ソ ト（^ 
8章）。上か63巨、2巨、1巨ス □、ソ ト。 

④ AC インレット 

電源コードを接渝するソケット。 

⑥ AC POWER ランプ 

電源コードか 6 AC 電源を受電すると緑色に点ミ廊し、装置 
の電源が ON されると漏色に点なする卜のぺージ)。 

® 電源ユニット(パワーヴプライス□ット 1) 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

⑦ 電源ユニット増設用ス□ット（パワーサプライス 
□ット 2) 

オプションの電源ユニットを取りがけるス□、ソト （^8 
章）。標準の状態ではブランクカバーが取りがけ6れてい 
る。 

® UID ランプ(青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点巧する。ソフトウエアか 
6のコマンドによっても点滅ずる（一20ページ）。 


(D UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するスイッチ。 
スイッチを一度押すと、 UID ランプが点灯し、もラー度押す 
と消なする（^34ぺージ)。 

⑩ DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 

⑩シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と摇締する（一2章)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート巨の 
み可能です旧 I 0 S の設をが必要)。また.専用回線に直接接 
続することはできません。 

⑩ LINK / ACT ランプ(緑色） 

1_冉1\1のアクセスが態を示すランプ(^21ぺージ)。 

® LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する1000巨冉 SE - T / 

1 00 BASE - TX /1 DBASE - T 対応の Et : hemet コネクタ （^2 
章)。丸数字の機の数字は「1」が LAN ポート1で「2」が LAN 
ポート2を示す。 

® Speed ランプ(アンパー色） 

1_み1\1の転送速度を示すランプ(^21ぺージ)。 


の 


③③ 


④ 


1知つておをたいこと 
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装置内部 


DIMM (Slot 7と別こ吕枚標華装備） 

プ□セツヴ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取り付け!5 
れている） 

プロセッサダクト(破線音 15) 

フ□ントパネルボード 
増設用ファンス□ツト 

オプションの冗長ファンを取 y がけるス□ツト 


0-1 

FAN 日 

0-2 

FAN 目 

⑩ -3 

FAN 7 

⑩ -4 

FANS 


SCSI バックブレーン 
を却フアン 

(2)-1 FAN 1 
(2)-2 FAN 2 
(2)-3 FAN 3 
( D -4 FAN 4 

ヴポートパー 

リモートマネージメントカード 
電源 ユニット 
マザーボード 
ライザーカード 
カバーオープンセンサ 


■: ディスクアレイコントローラ （ N 8103 -80/81) を工場出荷時に組み込み指ををして購入された 

rj 37 n 場合は326ぺージのような構成とケーブル接続となっています。 


r 


⑩ 


③ -4 ®-3 ⑩ 


⑩ 


(9) 





• © 


•⑩ 


■( 8 ) 


⑨⑩ ⑩⑩⑩ 


①③ 赁④⑥を S ⑥ 
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① 



装置背面 


電源コネクタ 
リチウムバ’ッテ U 

CMOS メモ U ク U ア庙ジャンパスイッチ（一6章） 
アクセスランプ巧コネクタ(増設 S 巳 SI の LED 中継 
ケープル接続用） 

U モートマネー ジメン トカー ド庙コネクタ 
SCSI コネクタ1(末使庙） 

SCSI コネクタ2(内蔵バックアップデバイスとの 
中継巧コネクタ） 

パスワードクリア庙ジャンパスイッチ （-* 已章） 
PCI ライザーカード庙コネクタ（フル八イトのポー 
ド巧、1 33 MHz /64 -bit - 3.3 V PCI - X ) 


⑩ P 巳 I ライザーカード用コネクタ（□-プ□ファイルの 
ボード専用、 66 MHz /64 -bit - 3.3 V PCI - X ) 

⑩ DIMM (インターリープタイプ庙） 

ソケット（圏の下のソケットか6順番に#8、#7、#目、#己， 
#4、#3、#2、括、) 

⑩プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 

プ□セッサ# UCPU #1) 

@-2 プ□セッサ松 ( CPU # の 

® 冗長ファンジャンパスイッチ 

オプションの冷却ファン（一8章）を取りがけた際に、冗長 
ファン磯能を有効にするジャンパスイ、ソチ 



①③⑤@ 逗⑥® 憂資 


1知つておをたいこと 
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ランプ 


本装置のランプの表示とその意巧は次のとおリです。 

POWER ランプ ( ネ） 

本装置の電源が ON の園、緑色に点なしていまず。電源が本装置に供給されていないときは 
消なしまず。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点なしますに TATUS ラン 
プは背面1こもあります)。 STATUS ランプが消なしているときや、アンバー色に点灯/点滅し 
ているときは八ードウエアじなんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処方法を示します。 

• ESMPRO またはオフライン巧守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

「己^ を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャツトダウン処理をして再起動してください。シャツトダウン処理ができない場 
合は強制電源 OFF をするか (28 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動させ 
てください。 


STATUS ランプの 
巧 態 

意 味 

対処ちま 

緑をに点な 

正常に動作しています。 

- 

緑をに点滅 

メモリか CPU 、 電源のいずれかが縮 
退した状態で動作しています。 

装置背面の AC POWER ランプの状態を確 
認してください。 

日 IOS セットアップ ユーテイ リ テイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデパイ 
スを確認禮、早急に交撫ずることをお勧 
めします。 

メモリ1ビットエラーが多発していま 
す。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を ON にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了 
禮、しば5くすると緑色に点灯します。 

CPU でエラーが発生した。 （ Thermal - 
Trip ) 

いったん電源を OFF にして、電源を ON に 
し直してください。 POST の画面で何ら 
かのエラーメ 、ソ セージげ表示された場合 
は、メッセージを記歸して保守サービス 
会社し連路してください。 

CPU 温度の異常を横化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU パスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちくださ 
い。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧姐ちま 

アンバーをじ点火了 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着して 
いないかどうか巧認してください。ま 
た' ファンユニットがお実に接続されて 
いることを巧認してください。 

それで电表示が変わ6ない場合は，保守 
サービス会せに連絡してください。 


電圧異常を検化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


ずべての電源ユニットが故障した。 


アンバー色に点ミ臧 

冗長構成の電源でどち6か一ちの電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一ちの電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給して 
ください。電源ユニットが故障している 
場含は、保守サービス会社に速赂してく 
ださい。 


ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接続きれている 
か確認してください。それでち表示がか 
わ5ない場合は、保守サービス会社速赂 
してくた’さい。 


温度警告を検化した。 

内部ファンにホコリやチリが付着してい 
ないかどうかお認してください。また， 
ファンユニットが確実に接続されている 
ことをお認してください。 

それで电表示が変わ6ない場合は，保守 
サービス会せに連絡してください。 


電圧警告を検化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 


ACT ランプ ( 品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点巧し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットのを受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプ (i) 

DISK ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取り付け6れている八ードディスク 
ドライブの巧態を示しまず。八ードディスクドライプにアクセスするたびにランプは緑色に 
点なします。 

八ードディスクドライブに障害が起きると D に K ACCESS ランプがアンバー色に点好しま 
ず。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスクドライブにあるラ 
ンプで確認できます。 


1知つておをたいこと 
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DID ランプ ( DID ) 


このランプは 1 台のラ、ソクに複数台の装置を設置しているときに、装置前面にある UID スイ，ソ 
チを押すと、装置前面および背面の UID ランプが青色に点なし、保守をしようとしている装 
置を特をすることができます。 UID ランプを消なさせるじは UID ランプを再度、巧してくだ 
さい。 


ディスクアクセスランプ 

フ□ッピーディスクドライブと DVD - ROM ドライブのディスクアクセスランプは、それぞれ 
にセツトされているディスクにアクセスしているときに点なしまず。 


J \- ドディスクドライブのランプ 


八ードディスクドライブベイに搭載される D に K ランプ 
は表示状態によって意0未が異なります。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていること 
をします。 

• アンパーちに点な 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けて 
いる八ードディスクドライブが巧障していること 
を乐します。 



，|; ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS 、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハードディ 
1^^ スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、 

- 再構築（リビルド）を斤うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行え 

ます）。 


• 緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド)中は、点滅します(故障ではありません)。 
ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的にデータ 
のリビルドを行いまずけートリビルド機能)。リビルド中は DISK ランプが点滅しまず個 
時に本装置の D に K ACCESS ランプもアンバー色に点なまたは点滅しまず）。 

リビルドを終了するとランプは消なしまず。リビルドに失敗ずるとランプがアンバー色 
に点なします。 

两~〇 U ビルド中にシステムの電源を OFF にずると、リビルドは中断されまず。再起動してか 
5"-ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、才ート U ビルド機能を使用ずるときは巧のを意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(しりたん電源を OFF にずると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• A — ドディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90おんソ上あけてください。 

• 他に U ビルド中の A — ドディスクドライブび存在ずる場合は、 A - ドディスクドラ 
イプの交換は行わないでください。 
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(^3) QD 目目 0 00 



• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている圍> 緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を巧っているときに緑をに点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を磕認して<ださい。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク 
( LAN ) コント□ーラが巧障している場合があります。お買い求めの販売店、または保ず 
サービス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、 ネットワークポー トの通信 モー ドがどの ネットワークインタフエースで 
動作されているかを示しまず。 

LAN ポートは、1000 BASE - T と100己 ASE - TX 、10 BASE - T をサポートしています。 

アンバー色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
をに点なしているときは、 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしてい 
るときは、1 0 BASE - T で動作されていることを示します。 


ネットワークポートのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 


1知つておをたいこと 



目□目目 □ j 

目目目目「一 

目目目目 L 」 

目目目目ご 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

目目目目〇 

目目目目で 
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AC POWER ランプ 


パワーサプライ 



ス□ット2 


ス□ット1 


AC POWER ランプ 


[Evn 


オプションの電ミ原 ユニッ トを搭載している場合は、 一 ちの電源 ユニッ トが故障しても、もう 
一方の電源 ユニットで 運用を続けることができます（冗長機能)。また、故障した電源 ユニッ 
卜はシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON のまま）で交換できます。 


背面にある電源ユニツトには 、 AC POWER ランプがありまず。 AC インレツトに電源コード 
を接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑をに点滅します。 

本体の電源を ONI こずるとランプが緑色に点灯します。本体の電源を ON にしてもランプが点 
灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅する場含は、電源ユニツトの故障が考えられ 
ます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 


AC インレット 


固 


) 000000 
I ◎。轟 




)000 


目目目目 ， TL 
目目目目二 
目目目目 L 」 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

目目目目3 

□□□□□□□□( 
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畐本的な操作 


電源 ON / OFF のち法など本装置の基本的な操作のちまについて説明します。 


フ□ントべゼル(取り付け-取りかし） 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 DVD - ROM ドライブを取り扱うと 
きはフ□ントべゼルを取りかします。 

I H-O フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けることびで走ませ 
ん。 


キース □、ソ トじ添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽く押しながら 
回して□ックを解除ずる。 



吕.フ□ントぺゼルのち端を軽<持って手前 
に引<。 

3. フ□ントぺゼルを左に少しスライドさせ 
てタブをフレームか6外して本体から取 
リクトず。 



フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしなが6取りがけます。取り付けた後はセキュリティのためにもキーで□ック 
してください。 

フレーム 



1知つておをたいこと 


23 












































電源の日 N 


本装置の電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと日 N の状態になります。 
次の順唐で電源を ONI こしまず。 


n-O 購入後、初めて電源を ON にずる場含の手順は3章で説明していまず。ここでは本装置の 
セットアップが完了した後の運巧時の手順を示しまず。 

■I ： マザーボード上にある本体を監視する「サーバーマネージメント論理回路」は、システム電 
「で:^ 圧の蛮化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続した後や、電源を OFF にした 
後は、電ミ原が OFF のが態から POWER スイッチを押すまでに約10秒ほどの時間をあけてくだ 
さい。これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論理回路が要求するものです。 


1 . 本体に接統している周辺装置の電源を ON じずる。 

I チェック I 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON じなっていることを確認してください。 

2. フ□ントぺゼルを取り外ず。 


3. フ□、ソピーディスクドライプ、および DVD / CD - ROM ドライプにディスクがセットされていない 
ことを確認ずる。 

irOi^ 

フ□ッピーディスクドライブや DVD - ROM ドライプにディスクびセットされているとそのディ 
スクか6起動を試みまず。必ずディスクがセットをれていないことを確認してください(電源 
ON の直後にドライプのイジェクトスイッチを f 甲してディスクを取り出せば問題ありません)。 

特に添付の r バックアップ DVD - ROM 」 や！ " EXPRESS 巨 UILDER ( S 口」 CD - ROM をセットした 
まま電源を ON にしないでください。 

バックアップ DVD - ROM をセットしたまま電源を ON にずると、ソフトウェアの再インストー 
ルを始めまず。 それまでの設定びずべて初期値に戻ってしまいまず 。 EXPRESSBUILDER 
( SE ) をセットしたまま電源を ON にずると 、 EXPRESSBUILDER ( S 口か5起動し、ネット 
ワーク上か5はオフラインのげ態となり、ストリーミングサービスを開始しません。 


4. 


5. 


本装置前面じある PO 机 ER スイッチを押 
す。 


POWER ランプが点なしまず。しばらく 
すると運巧に必要なサービスが開始され 
まず。 


クライアントマシンの邮 E 巨ブラウザを 
使って本装置にアクセスできることを磕 
認する。 

詳しくはこの後の r 本装置への接続」を参 
照してください。 
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本装置への接続(□グイン） 


本装置は、セットアップ完了後は特に操作しな<ても動作しまず。運庙中の管理や設定変更 
は、クライアントマシンから nSS 管理用 Web ユーザーインタフェース （ WebUI )」 を使用し 
まず。 WebUI にはリモートデスクト、ソプ機能も含まれています。 

クライアントマシンの Web ブラウザ (Internet Explorer 日. 5 J : JJ 蜂）を使って、ネットワーク接 
続されている本装置に接続しまず。 Netscape はサポートしていません。エン〕ードは「自動 
選択」または 、 rUni code ( UTF -8)」 にしてください。 

1. クライアントマシン上で Web ブラウザを起動する。 


2. URL 入力欄（[アドレス]または[場所]など）に化け p :// hostname :8099/」 または 「 https :// 
hostname : 8098/」を指定する。 

「 hostname 」 の部分には本装置のコンピュークをを入力してくだきい。コンピュータをでのを前 
解ミ夫ができない場合は、 「 hostname 」 の代わりに IP アドレスを指定してください。 


ポート8098番での SSL 接続の際には、 URL ウィンドウで 「 https ://」 を指定していることを磕認 
してください。 


3. 「セキュリティの警告」ダイア□グボックスが表示された場合は、証明書をインストールずるか〔は 
しリをクリックして、作業を続行する。 


4. Administrator で□グインする。 


初期げ態でのパスワードは 
「 streamin 呂」でず。セキュリティのた 
めにもセットアップ完了後に WebUI の 
欄始]-[管理者パスワードの設定]を 
選択してパスワードを変更してくださ 
し、。 


ネットワ-ク/なワ-ドの入力 


立ぶ] 


|administrator| 


ユーザ-をとバスごードを入力してください。 
サイト： x . x _ x_x 

ュ-ザ-る赴）_ 

佩つ-ドの fl 

ドゴィン也)： 

广この/だの-ドを巧巧するを） 


[ 


キ似它ル」 


正し<□グインできるとちの画面が表示 
されます。 


扫吾I:ん01かIリ-ル m nji ■ブ出； 


I 


包民- ■ .阿国バ‘しちち■..ぉけ。#げ-ァだ);をな同 

■y7-®«S I サ ーn- るの K 王 I 吉 a 电 I 口つード江® S1RJS のべーンの BS I Microsoft ゴュニテ— hss 末一山べ一 y I 

閱あ 

Mcruiolt Wndov>« サ-い:-ミ巧の Web 2 -ヴ-イシク-フェイスへようこミ。ホのタス巧ほ吊して■サ-パ-のほ巧ミ雨おしで;ない。 


'心一の因由な》 
用し]いて如が月レてげか。 

已 居■占 /U ワ -- ド促足 

H—K— 巾み巧モルげ] n- 


を 


册 It - K - {こ 

すな mosK 浏 wijfs : 

田 田定のィ-ウ@定 

2か？-巧サ-1ド£:ち巧1: 

ホ迎 RU* み 

Mlaosoft ] ミ1ニテ< 店 S* —ム <— 3 

9で一□—ド■こ i- 又クル-ブ'およ Uf の ス intern な 5t 巧 amlngsa ■巧(丘51シリー文 
化のI岳扣口いてこの W がサイトに の*狙5巧な.この wsb サイトに坦 K し 


リ-り-かを曲电 ( Wt の一巧化の.. 


:ち巧に》デぶ?る 


1知つておをたいこと 
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電源の OFF (および再起動) 


次の順唐で電源を OFF にしまず。体体前面じある POWER スイ、ソチを押してもシャツトダウ 
ン処理後に電源は OFF になります。） 


irO P 日 WER スイッチか6のシャットダウンを巧う際は、リモートデスクトップ機能で□グイ 
胃吕 ンしているユーザーがいないことを必ず確認してくだをい。 

リモートデスクトップ接続中に POWER スイッチを f 甲ずと、本装置にま意ダイア□グボッ 
クスが表示されてしまい、本装置にディスプレイ装置やマウスを接続して直接 [0 K ] をク 
リックずるむ列に電源を OFF にできなくなりまず。 

なお、リモートデスクトップ機能を終了ずる際に□グオフを行わないと、セッションが切断 
されずに残ったままとなりまず。セッションが残った状態は、リモートデスクトップ接続状 
態と同等の問題が発生しまず。このような状態になった場合、セッションがタイムアウトで 
自動的に切断されるのを'待つため、1己分 ly 上間を空けてか5、 POWER スイッチを押して 
ください。 


1. クライアントマシンの邮 eb ブラウザより本装置の管理コンソール(邮 ebUI ) へ接続する。 
詳しくは前述の「本装置への接統」を参照してください。 



3. [シャットダウン]をクリックする。 




7K) い口 S まの 5モ W «历; A0 け） 


-1 己 I け 

I ♦ 




— ’主ちじ ^ 


ィンテナンス 


I リモートテスクトップ I 3田ち丰!；— 



a シ v,i •的ン 

BV ちが.' お。スヴツ 1- 化しけ刷;' 
サを;バットのて^け こ 0S 垃防し 
初し#:す， 

バ，ウ7,フ 

サーけ一のホべレーティンクシ：!•ブム OT 、 
9灯けまな J 巧モ5行 0S も 

j'21 a 田ち子 i— ル 

巧サ-パ-か1村ち子；*—ルの受:是 S 行 

一 ta ，， 

里 l»tt«SaRL,T. 切田 L4 す. 


シャブトタウン 

今すく"、またはスケジュールした時間に、 
サー/ 卜を シャツ トタウンしたり再拉旣し 
たりします。 
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4. L シャットダウン _! をクリックする。 

再起動したいときは、[再起動]をクリッ 
クしてください。 




a * の劳串泌 B 巧ジ•かかツ-ルのぺけ出！ 


0居い〇 •囚固 tiL — .が. 


* - I 田夕 I 

\jr 



日问 /I 寺阿 I シけ卜さ•〇ン I □ヴ I バック 7. け I リモートデ’スクトづ I 扣ち；•イ ー1 レ I 言語 I UPS 


今-が’.；な;スヴジ i — 化ぶ I 寺固;.サづ卜をンの h ? 山し初再因肛 U ： 口します。 



励 

-バづ巧防*か的ンしてから自か脚:两臣れけん 
y 巧ン 

サ - K - S すぐ.巧,ッ W 化■して电垣 S ゎし-します， 

|;ュ-|脚の巧卜的ン 
を巧 e るンのけな冲 sti 阮スけュ-ルします。 


^ちま; Dii 巧 


「シャッ ト g ウン H まの扶巧 


「「 ゎマ’，卜 


H シャタトタウン 

» サ-バ-をすぐにシサットタウンに電源をオフにします。 


己.確認画面が表示されるので、 [0 K ] をク 
リックずる。 


乃イルのぉ実旧 R 示がお*こ A り巡ツ—化のヘル7(出 


乃イルの_由実旧ち示がお*。り(かツ—化。_ヘル7か）_ _ !_<►. 

过頁る•白-国因'泣 I ぶおジ-樹ユ。4^•めア占国 



シャットダウン処理のメッセージを表示 
後、自動的(こ電源が OFF になりまず。 


フパルの S* 旧：^^■:'がおみ巧！ •■■ 夕一雨.巧け#'■- > 、 -- ' _Iか- 

〇頁る-田-因国ゴ iIP おジ樹ユ。 wr ガイア妇1^!■苗因 



宜べづ ff お fiS 似化 


了 ^ pir W イントラネ？卜 


1知つておをたいこと 
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強制電源 OFF 


r 電源の OFF 」 に示ず方法でクライアントマシンから本装置をシャットダウンできなくなった 
ときや、 POWER スイッチを押しても電源を 0 FF 1 こできなくなったときに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてくださいほたは POWER ランプが消灯する 
まで押し続けてください)。電源が強制的に OFF になります。電源を再び ON にずるときは、 
強制電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。 


POWER スイ’ソチを 
4秒ほど押し続ける 



DianaScope を巧用しての電源制御 


電源 ON 、 電源 OFF 、 リセット等の電源制御は、管理 PC から DianaScope を起動してリモー 
卜からも巧うことができまず。 

この場合あらかじめ、 DianaScopel こより本装置と接続ができることを植認してください。 
DianaScope の使用方法に関しては、己章の 「 DianaScope 」、 または EXPRESS 目 UILDER 
( SE ) CD - ROM 内のオンラインド丰ュメントを参照してください。 

irO os シャットダウン L ソがの電源操作については、本装置の 0S 状態に関わ目ずノ v— ドウエア 
55^ で制御を巧いまずので、システム破損などの可能性がありまず。 DianaScope による電源 
操作の実行には十分ごミち意ください。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本装置前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）' 保有(ライト）を巧う 
ことのできる 3.5 インチフ□，ソピーディスクドライブが搭載されています。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク 
(720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□，ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化しまず。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動することはできません。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ないことをからせるメッセージサフォーマットを要求ずるメッセージが表示されます。 
0 S じ添付の説明書を参照してフ□ッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON にしたり，再起動するとフ 
□ッピーディスクから起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起動でき 
ません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
から取り化せまず。 

フ□、ソピーディスクアクセスランプが消'巧していることをお認してからフ□ッピーディスク 
を取り化してください。アクセスランプが点の中に取り出ずとデータが巧壊されるおそれが 
あります。 


フ□ッピーディスク①取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは，データを保存する大切なものでず。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていまずので、次の点じを意して取りあってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 齡筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 


1知つておをたいこと 
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• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のおくや薬品のおくには置かないで< ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたわのをおづけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないで<ださい。 

• 磁気やほこりから保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 


フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようじライトプ□テクト違き込み禁止） 
ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォー マツ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの人っているフ □、ソ ピーディ 
スクは，書き込み時と J 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めしまず。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 



ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 


トスイ、ソチで巧います。 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体でず。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作5スや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本装置に添付され 
ているフ□、ソピーディスクはあずバックアップをとってください。） 
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ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 

1. ディスクを DVD - ROM ドライプにセツトする前に本装置の電源が ON ( POWER ランプが緑色に点 


な）じなっていることを巧認する。 

吕. DVD / CD - ROM ドライプ前面のトレ ー -r 
ジェクトポタンを押す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出し> 
トレーが止まるまで引き化ず。 


4. ディスクの文字が巧刷されている面を上 
にしてトレーの上に静かに.お実に置 
<。 


已.ち図のようじ片方の手でトレーを持ち 
なが6、もう一方の手でトレーの中むに 
ある駆動軸部分にディスクの巧がはまる 
ように指で押して、トレーにセットす 
る。 


トレーイジ I クトポタン 





A ま意 


A 

1装置をを全にお使いいただくために;欠のま意事頂を必ずお守りください。火傷や 
けびなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ 
む降の説明をご覧ください。 

1 DVD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


DVD - ROM ドライブ 


本装置前面に DVD - ROM ドライブがあります。 DVD - ROM ドライブは Disc (ディスク：読み 
化し専用の光ディスク）のデータを読むための装置です。 DVD - ROM はフ□、ソピーディスク 
と比較して、大量のデータを高まに読み化すことができます。 

1 


知つておさたいこと 
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6 . トレーの前面を軽 < 押して元に戻す。 


w-Ol^ 

ディスクのセットを、 DVD / CD-ROM 
ドライプの駆動音び大走く聞こえると 
をはディスクをセツトし直してくださ 
し、。 



ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを 
押してトレーを引き化します。 


アクセスランプがオレンジ色に点好しているときはディスクにアクセスしていることを示し 
まず。トレーイジェクトボタンを押ず前にアクセスランプがオレンジ色に点灯していないこ 
とを殖認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方の手 
でトレーの中ムじある駆動軸部分を押さえながらデイス 
クの端を軽くつまみ上げるようにしてトレーか5取り化 
します。 

ディスクを取り化した6トレーを元に戻してください。 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが本装置から取り化せない場合は、次の手順に 
従ってディスクを取り化しまず。 



1. POWER スイッチを押して本装置の電源 
を OFF ( P 0 机 ER ランプ消财）にする。 


2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）をドライプ前面ち側にある 
強制イジェクトホールに差し込んで、卜 
レーが化てくるまでゆっく y と押ず。 

irOi^ 

• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいちのを使用しないで<だを 
い。 

• 上言己の手順を行ってもディスクが取 
り出せない場合は、保守ヴービス会 
社に連絡してください。 



強制イジェクト 
ホール 


3. トレーを持って引き化ず。 

4. ディスクを取り化す。 

已.トレーを押して元に戻ず。 


32 










ディスクの取り扱い 


本装置にセ、ソトずるディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• DVD / CD 規格に準拠しなしコピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを巧とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

* ディスクじラベルなどを目よ6ないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいじ置いてください。 

• キズをつけたり、齡筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 
• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近 < など温度の高 < なる場所には置かないで < だ 
さい。 

• 指がやほこりがついたときは、乾いた柔6かい巧で、内側か6クト側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ，ベ 
ンジン，シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 


1知つておをたいこと 
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UID スイッチ 


UID ランプ 


UID スイツチ(本体の確認) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるためじ装置の前面および背面には rUID (ユニ、ソト ID ) ランプ」がもうけ6れてい 
まず。 

前面にある UID (ユニ、 ソト ID ) スイ， ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消なします。 

ラック背面か6の保守は、暗く、狭い中での作業となり，正常に動作している機器の電源や 
インタフエースケーブルを取り外したりずるおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保ず 
する本装置を確認してか6作業をすることをお勧めします。 


UID ランプ UID スイツチ 
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